
単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名 

宗像市立玄海小学校ＰＴＡ 中 野  和 久 大 江  正 徳 

実施形態  全校：７学級、児童数１３６人 

実 施 率  実施した児童・生徒数：１３６人、 実施率１００％ 

実施期間 

 平成１９年７月～２０年２月まで 
 強化週間 ① ９月 ６日～ ９月１２日 
      ②１０月２９日～１１月 ４日 
      ③ １月１０日～ １月１６日 

単Ｐの特色 

学校行事やＰＴＡ活動等への参加も多く、協力的である。保護者・地

域のボランティア組織「匠の会」が菊づくりを始め、読み聞かせ、栽培、

学習体験等の活発な学校支援を行っている。１８年度からは、ＰＴＡと

田島・神湊のコミュニティが協力し、「子ども見守り・あいさつ隊」を

結成し、地域をあげての安全対策をとっている。 
小学校の教育目標「豊かな心を持ち、自ら学びたくましい子どもの育

成」の達成を目ざし、学校・家庭・地域が連携し、児童の健全育成に取

り組んでいる。 
１ 事業のねらい 

 家庭や地域での挨拶があまりできていなかったり、就寝時刻が１０時を過ぎていたりと

基本的生活習慣や規範意識が身についていない子どもが少なくない。保護者の願いは言う

までもなく、学力をしっかり身につけ、友達と仲良くし、健康で学校生活や家庭生活を送

ることにある。学力や豊かな心を育むためには、規則正しい生活習慣のある家庭生活が何

よりも重要である。 
そこでアンビシャスふくおか家庭教育宣言事業（我が家の家訓事業）を通して、児童が

保護者と一緒になって自分のめあてに向かって継続的に取り組むことで、学校生活・社会

生活の基盤となる基本的生活習慣を身につけ、自主性・社会性を伸ばし、家庭生活の充実

を図ることをねらいとする。 
 

２ 実施経過 

４月１２日（木）  ＰＴＡ新旧評議員会（取り組みの方針・内容の確認） 
４月２１日（土）  ＰＴＡ総会にて「家庭教育宣言」の概要説明 
６月 ２日（土）  ＰＴＡ運営委員会にて具体的な取り組み内容の検討 
７月 ３日（火）  教育講演会開催：講師「熊丸 みつ子 先生」 

         テーマ：「すてきな子どもたちへ 今伝えたいこと」 
７月 ４日（水）  取り組み内容の紹介と事前アンケート実施（全家庭） 
９月 ４日（火）  事前アンケートの集計・分析報告 
９月  ６日（木）   第１回強化週間「がんばりカード①」に取り組む 

    ～１２日（水）『ぼく・わたしのがんばる３つの目標』 
１０月２９日（月）   第２回強化週間「がんばりカード②」に取り組む 

～１１月 ４日（日） 

１１月１３日（火）  家庭教育宣言運動アンケート実施（全家庭） 

１１月３０日（金）  事後アンケート結果報告（県Ｐ・保護者） 

１月１０日（木）  第３回強化週間「がんばりカード③」に取り組む 

   ～１６日（水） 

２月中旬      ＰＴＡ新聞でアンケート集計の報告及び児童、保護者の声を紹介
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３ 具体的な事業の内容 

① 保護者へ家庭教育宣言の趣旨を説明する「教育講演会」実施 
○７月３日（火曜日） 

               講師：熊丸 みつ子 先生（県家庭教育アドバイザー） 
               演題：「すてきな子どもたちへ 今伝えたいこと」 
                  ～親として 大人として 地域として～ 
                子どもの心の問題や親子の関わり、良さを伸ばすこと、

大人が正しく規範（模範）を示すことの大切さなど「家

庭教育宣言」が目指そうとする家庭や家族を問い直すこ

とへのよい機会となった。 
 
② 家庭教育宣言運動（我が家の家訓事業）実施 

各家庭で３つの家訓（努力目標）を決め、その実現にむけて家庭で一緒になって取り組

む。「あいさつをきちんとする」は全家庭の共通目標とし、他の２つの目標については、

親子で話し合って決め、『ぼく・わたしのがんばる３つの目標』とし取り組む。 
実施期間中に３回強化週間を設け、がんばりカードに記録し、意欲化を図る。 

        
          
                
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
４ 成果             【資料１－家庭教育宣言をしてよかったと思いますか。】 

○アンケートを集約することで、子ども達や家庭 
 の実態を把握することができた。 
○がんばりカードの取り組みを通して、児童の 

生活リズムや主体性が高まってきた。 
○資料１からも８４％の保護者がやってよかった 

と答えている。また、資料２では、９０％が 
今後も続けようと思っている。家庭教育力の 
向上を図るよい機会になった。 

                       【資料２－今後も続けようと思いますか。】 
５ 課題 

○児童・保護者の頑張りをみるために、がんばり 

カードへの記入を実施したが、２回目は回収が 

低かった。取り組みの定着を図っていきたい。 

○家庭教育学級を再度開催し、取り組みの成果を 

共有化するなどして、全家庭へ取り組みの意義 

を広めていきたい。 

９月 ６ 日～９月 12 日  第１回強化週間「がんばりカード①」

10 月 29 日～11 月４日    第２回強化週間「がんばりカード②」

１月 10 日～１月 16 日  第３回強化週間「がんばりカード③」

【児童・保護者の感想】 
・めあてが達成できてよかったです。このまま続けていきたいと思い

ます。（５年 男児） 
・あいさつをすると気持ちがいいです。（１年 男児） 
・最初はできない日があったけど、あとからはできるようにがんばり

ました。（４年 女児） 
・本人の意識づけになり、親が声をかけてすぐ実行することができま

した。大変よかったと思います。（２年 親） 
・お手伝いはよくがんばってくれています。ありがとう。（３年 親）

10%

80%

10% 0% ア　強く思う。

イ　思う。

ウ　あまり思わ
ない。
エ　思わない。

6%

78%

16% 0% ア　大変よかった。

イ　良かった。

ウ　あまり良くな
かった。
エ　良くなかった。
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単位ＰＴＡ名 会長名 校長名

筑紫野市立山家小学校ＰＴＡ 石丸 嘉明 石丸 明彦

実 施 形 態 全校：６学級、児童数：１７６人

実 施 率 実施した児童数：１７６人、実施率：１００％

実 施 期 間 平成１９年５月～平成１９年１０月３０日

第１期 平成１９年７月２３日～７月２９日

第２期 平成１９年１０月１日～１０月７日

単Ｐの特色 筑紫野市の東部に位置し、古くは江戸時代、長崎街道・薩摩街道・

日田街道等の宿場町として栄え、自然豊かな環境を生かした「ふるさ

と教育」に力を入れ、学校と地域と家庭（ＰＴＡ）が一体となり、子

どもの健全な育成に力を入れている。また、筑山中学校区の連携も進

み、ＰＴＡ交流活動や「三校友愛セール・友愛まつり」等の事業を展

開している。

１ 事業のねらい

昨年度、保護者アンケート結果より 「地域であいさつができているか 」の質問項、 。

目で、できていると認識している保護者が５６％と、以前に比べて子どもたちが地域で

あいさつができていないことが課題となった。そこで、本年度ＰＴＡのテーマを「笑顔

であいさつ、ふるさと山家」と設定し 「地域・家庭挨拶運動」を通して、親子のふれ、

合い、そして、山家のよさである地域のふれ合いづくりを、ＰＴＡ活動を通してさらに

深めていく。

また、児童の生活アンケート結果から、テレビやゲームに接する時間が平日で１日３

時間以上という児童が全体で２５％、１０時までに寝ている児童が、４年生７６％、５

、 、 、年生７０％ ６年生６６％と低く 基本的生活習慣が十分身についていない児童がおり

家庭生活の在り方を見直し、基本的生活習慣を改善していく重要性を感じた。そこで、

家族が協力して達成をめざすアンビシャスふくおか家庭教育宣言事業を推進し、基本的

な生活習慣の確立をめざす。

２ 実施経過

４月１２日 第１回実行委員会 取組について協議、実施計画案の作成

４月２０日 ＰＴＡ総会で家庭教育宣言事業について概要を説明

６月１４日 第２回実行委員会 研修会講師選定・依頼、啓発用プリントの作成

６月１５日 家庭教育宣言についての事前アンケート実施 あいさつ運動開始

７月 ４日 第１回教育講演会の実施

講 師 筑山中学校校長 久原 寛 先生

演 題『子育てのポイント』～中学校から見た山家の子どもたち～

７月１３日 第３回実行委員会 親子の約束ノート作成

７月２３日～ 第１期親子の約束ノート取組実施〔終了後集計・分析・課題把握〕

１０月 １日～ 第２期親子の約束ノート取組実施〔終了後集計・分析・課題把握〕

１０月１４日 第２回教育講演会の実施

講 師 西日本短期大学附属高校 竹島 由美子・西村 慎太郎 先生

演 題『体験から生まれる言葉が生きる力になる』

１０月３１日 第４回実行委員会 アンケート集約、取組の成果・課題のまとめ
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朝のあいさつ運動の様子３ 具体的な事業の内容

( ) 地域・家庭あいさつ運動の取組1
本年度の課題である「あいさつ」について、６月より、

５つの地区で毎朝の交通指導とともに、地域・家庭あいさ

。 、 、 、つ運動が始まった さらに 区長会 老人会の協力を得て

地域で子どもたちも進んであいさつができるようになって

いった。第２回「山家小を考える会」の中で、地域の皆様

よりあいさつができるようになった姿が多く報告された。

教育講演会の様子( ) 第１回教育講演会〈久原 寛 校長先生〉2 第２回

中学校から見た子育てのポイントを中学校の事例をもと

に話して頂いた。基本的な生活習慣の定着が基本であり、

特に、家庭学習・宿題等、小学校と家庭が徹底し習慣化し

て欲しいという内容であった。

( ) 第２回教育講演会〈竹島 由美子・西村 慎太郎 先生〉3
日曜参観日に実施し、参加者は約 人。夢と情熱そして80

信念を持って、生徒一人一人と正面から向かい合う姿に教

親子の約束ノート育の本質を感じた。そして、大人が一生懸命に生きていく事、

責任をもった生き方を 示す事等の大切を学んだ。

( ) 親子の約束ノートの取組4
親子の約束ノートは、第１ 期と第２期それぞれ１週

間ずつ取り組み、集約後、取組の状況を報告した。宣言

項目は２つ設定し、１つは共通宣言項目「家族や地域の

人に一日５回以上あいさつする 」で、山家小ＰＴＡの。

努力目標、もう１つは家族と相談し決定した目標。

〔宣言項目例、子どもの感想〕

・１０時までに寝る ・手伝い一日２回 ・食後の片づけ ・宿題は集中し１時間以上

○地域の人に自然にあいさつできるようになった。

○ゲームをしないで、読書ができて良かったと思った。

○朝食をきちんと取り、朝がとても気持ちよかった。

〈親子の約束ノート、家庭教育宣言を実施した保護者の感想〉

○できるだけ自分でやれることは頑張って自分でやろうね。話し合って目標を決めまし

た。今まで「ママー」って言っていたことも頑張ってやりました。

○目標を達成しようとする姿勢が自発的に見られ、良かったと思いました。

○これからも 「これをがんばろう」という目標を決めて、子ども自身が前向きに生活、

していけたらいいと思います。大変良い取組だったと思います。

○なかなか思い通りにやれず、面倒に感じる事もありましたが、今では、親子の約束ノ

ートの取組がきっかけとなり、手伝いを決めて頑張ってくれています。

４ 成果

○８５％の保護者が、家庭教育宣言

について肯定的に受け止め、今後

も続けることを望んでいる。

○親子の交流ができ、基本的な生活

習慣の見直しから改善につなげて

、 。いく取組ができ 成果も上がった

５ 課題

○学級ＰＴＡの取組まで広げる事が

できず、取組成果の交流が十分に

できなかった。

○広報委員会や各委員会との連携した取組が十分にできず、啓発活動をはじめ取組の継

続や習慣化を進める上で十分に機能させる事ができなかった。

新家庭教育宣言をしてよかったか

14 88 18 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

大変 よかった あまり よくなかった

新家庭教育宣言で実行したことを今後も続ける

18 84 14 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

強く 思う あまり 思わない
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単位ＰＴＡ名  会 長 名  校 長 名  

鞍手町立室木小学校ＰＴＡ  能登原 靖 史  小 宮 順 一  

実 施 形 態 全校：６学級 （全校児童 ５８名）  

実 施 率 実施した児童数 ５８名  実施率１００％  

実 施 時 期 
第１期 平成１９年 ６月 ４日～ ６月１０日  
第２期 平成１９年１０月１５日～１０月２１日  
第３期 平成２０年 ２月 ４日～ ２月１０日         

単Ｐの特色  

 ＰＴＡの会員数は少ないが、学校の教育活動や行事に対しての参加率は

高く、協力的である。夏休みの「校内親子ふれあいキャンプ」の取組など、

子どもたちとのふれあいを大切にしたＰＴＡ活動に努めている。交通安全

週間も設定し、児童の安全対策にも積極的に取り組んでいる。ＰＴＡ広報

誌「むろき」は、熱心な取材活動を通して、学校の特色ある教育活動やＰ

ＴＡ活動を紹介したり、家庭教育運動の啓発をしたり、学校と家庭、家庭

と家庭との掛け橋的な役割を果たしている。  
 
１ 事業のねらい  

 本校でも、基本的な生活習慣に関するアンケート調査の結果、夜更かしをしている子ども、

なかなか朝起きられない子ども、朝食抜きがちな子どもの存在が明らかになっている。この

ような実態に対して、ＰＴＡ活動として各学期に「親子ふれあい週間」を設定し、各家庭が

目標を設定したり、親子で取り組んだりすることによって、「早ね・早起き・朝ご飯」の基本

的な生活リズムの確立を目指すとともに、親子のふれあいを一層深めたいと考えている。  
 
２ 実施計画  

４月２１日   ＰＴＡ総会において「親子ふれあい週間」の趣旨説明  
 ５月１２日   実行委員会  

・「親子ふれあい週間」の取組についての協議  
 ６月 １日   学校通信、ＰＴＡ広報誌による啓発  
 ６月 ４日  
 ～ ６月１０日 第１期「親子ふれあい週間」の取組（全家庭）  
 ６月２５日   実行委員会  

・第１期「親子ふれあい週間」の振返り  
１０月１５日  

～１０月２１日 第２期「親子ふれあい週間」の取組（全家庭）  
１０月２９日   実行委員会  

・第２期「親子ふれあい週間」の振返り  
１１月 ４日   家庭教育講演会の実施 ※全児童及び保護者の参加  
         演 題 「すてきな子どもたちに 伝えたいこと」  
         講 師  熊丸 みつ子先生  
１１月１５日   新家庭教育宣言事後アンケート配布  
１１月２３日   新家庭教育宣言事後アンケート回収  
１２月 ３日   実行委員会  

・家庭教育宣言の成果と課題の検討  
１２月２０日   家庭教育宣言の取組の結果を保護者に配布  
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３ 具体的な事業の内容  
（１）「親子ふれあい週間」の取組 

 ① 事前の取組 

  〇ＰＴＡ役員会を中心に、「親子ふれあい週間」に向けての取組を検討した。  
  〇ＰＴＡ総会において、ＰＴＡ会長が下記のような「親子ふれあい週間」への取組の趣旨

や手順について説明した。  
①「親子ふれあい週間」の趣旨や期間を説明する。  
②「親子ふれあい週間」の取組について説明する。※「がんばりカード」の記録  
③「親子ふれあい週間」の目標を親子で相談して決定し、取り組む。  
④「親子ふれあい週間」の振返りを記入し、学校へ提出する。※保護者用・児童用  

  〇広報委員会と連携し、ＰＴＡ広報誌で「親子ふれあい週間」の啓発を図った。  
 ②「親子ふれあい週間」の取組 

  〇「親子ふれあい週間」の手順と「がんばりカード」を配布した。  
  〇「親子ふれあい週間」（１週間）の取組を第１期・第２期・第３期と実施した。  
  〇「親子ふれあい週間」の実際の目標例  

（ ）時までに就寝・（ ）時までに起床・挨拶をする・朝食を食べる・部屋の片付け・

お手伝いをする・テレビを（ ）時間以内・自主学習をする・本を読む・  
ゲームを（ ）時間以内・残さず食べる・よくかんで食べる・生き物の世話 等  

  〇「親子ふれあい週間」の保護者の感想  
・めあてを決めるのに時間がかかりましたが、自信がついたようです。苦手なことも自分

から進んでしていました。  
・この１週間、とってもがんばりました。おじいちゃんの協力もあり、何とか、早ね、早

起きができました。これからも、このままの目標でがんばってほしいです。  
・がんばりカードを意識して目標を達成しようとがんばりました。ただ、この一週間で終

わりではなく、ずっと続けてほしいと思います。  
・今回もよくがんばったね。でも、お手伝いは言わないとしてくれない。自分から進んで

してくれたらうれしいなっ。宿題をするときはテレビを消そうよ。  

 ③ 事後の取組 

  〇「親子ふれあい週間」のがんばりカードを回収し、児童や保護者の感想をまとめ「親子

ふれあい通信」として発行した。  
  〇ＰＴＡ実行委員会において、結果や振返りの感想を元に、保護者同士で交流した。  
（２）家庭教育講演会の開催 

  〇１１月４日（日）の日曜参観にあわせて、下記のように「家庭教育講演会」を開催した。

この講演会には、保護者だけでなく児童も全員参加し、「いのちの大切さ」について、親子

で考えることができた。  
  【演題】「すてきな子どもたちに 伝えたいこと」 【講師】熊丸 みつ子先生  
  〇保護者の感想  

・とってもおもしろく話に引き込まれていくのが、自分でもわかりました。あんなことを

言っているとか、子どもはこんなことをしているとか、もう一度、自分たちのこと、子ど

もたちのことを振返ることができました。とても楽しい時間でした。  
 
４ 成 果  
 〇児童と保護者が共に基本的な生活習慣などを意識して、取り組むことができた。  
 〇親子で目標を話し合ったり取組をしたりする中で、親子でふれあう機会が増えた。  
 
５ 課 題  
 〇取り組む家庭の割合は高いが、さらに全家庭が取り組めるような啓発が必要である。  
 〇基本的な生活習慣の確立のために、重点目標等の設定について検討する必要がある。  
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単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名

小竹町立小竹中学校ＰＴＡ 大 場 康 司 末 松 和 義

実施形態 全校：７学級、生徒数：２２０名

実 施 率 （実施した生徒数） ２２０名 実施率 １００％

実施期間 第１期 ９月 ４日（火）～ ９月１０日（月）

第２期 １０月１５日（月）～１０月１９日（金）

第３期 １月 ９日（水）～ １月１８日（金）

単Ｐの特色 ・親子ふれあい活動、下校巡回運動、美化活動を毎学期行い、廃品回

収や文化祭でのバザー協力など年間を通して活動を行い、安心できる

学校、きれいな学校づくりに協力をしている。

１ 事業のねらい

（１）親子のふれあい（対話）活動を継続的に取り組むことで子どもの基本的な生活習

慣を図る。

（２）学校と家庭が協力して、子どもたちの基本的習慣と規範意識の育成につとめ、家

庭内の対話を一層深め、家庭教育の充実を図る契機とする。

２ 実施経過

（１） ４月２７日 ＰＴＡ総会における「家庭教育宣言」の取組についての趣旨説明

（２） ６月１３日 実施内容・実施方法の検討

（３） ７月１９日 第３回ＰＴＡ交流会（小竹町中央公民館 １９：００～）

【講師 飯塚サポートセンター 大月 祥子さん】

＊昨年筑前町で起こったいじめによる自殺後に、毎回講師を交えて「同じ中学

生を持つ親としての交流会」を行っている。

（４） ９月 ４日～第１期の実施 ＊終了後に集計

（５）１０月 １日 第１期の反省と第２期の取組の協議

（６）１０月１５日～第２期の実施 ＊終了後に集計

（７）１１月 ９日 第２期の反省

（８）１２月１０日 第３期の取組の協議

（９） １月 ９日～第３期の実施（予定） ＊終了後に集計

（ ） １月３０日 第４回ＰＴＡ交流会（小竹町中央公民館 １９：００～）10
【講師 福岡県青少年課 上野 夏雄さん】

（ ） ２月 ６日 第３期のまとめ11
（ ） ３月 ３日 年間の取組の成果・課題等のまとめ12

３ 具体的な事業の内容

第１期 ９月 ４日（火）～９月１０日（月）

○県Ｐ連作成の「親子ふれあい週間」のチラシを各家庭に配布して実施した。

○回収期間が、１年生の宿泊体験や２年生の修学旅行を重なったため、回収率が

４５％にとどまった。
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第２期 １０月１５日（月）～１０月１９日（金）

○文化祭の合唱コンクール前の朝練習のため、自主的に

登校時間を早め、学級単位での合唱練習を行った。

練習時間 ８：００～８：２０（通常は８：２５）

○ＰＴＡも出勤等の前に学校へ出向き、子どもたちの参

加状況や練習の様子を見学した。

生徒の参加状況 ８５．６％

ＰＴＡの協力者 ３４名

【生徒の感想】

・合唱コンクールで、金賞がとれて中学校生活最高の思い出ができ

ました。朝練習をしたかいがあったと思います。

、 。 、・私は 文化祭で一番頑張ったことは合唱です クラスのみんなが

朝早くから学校に来て歌っていたので、金賞が取れました。私にと

って文化祭は最高でした。

【保護者の感想】

・最後の一週間の朝練は良かったと思います。勤務時間の関係で毎

日来れませんでしたが、こどもたちが頑張る姿がとても素晴らしか

ったのでいいかなあと思いました。隣のクラスと良い意味で競い合

ってとても効果があると思いました。

・昨年よりずいぶん上手くなっていました。朝練の取り組みが、雰

囲気も盛り上げたと思います。

第３期 １月 ９日（水）～１月１８日（金）

○県Ｐ連作成の「親子ふれあい週間」のチラシを各家庭に配布して実施する。

○１月１２日（土）～１月１４日（月）の連休を除いて取組を行う。

○回収率が７０％以上になるように啓発活動を行う。

４ 成果

○第１期の取組の反省を生かして、第２期の文化祭前の取組では、ＰＴＡの会合やプ

リント等での啓発を図り、学校と家庭の連携がとれ成果が現れた。また、遅刻者も減

り、充実した文化祭になった。

○親子ふれあい活動（早寝早起き朝ご飯、いじめ撲滅チェックリスト）をはじめ、本

年度は、下校巡回指導や学校内の美化活動などを年間を通して取り組んだことで、Ｐ

ＴＡの方が学校に来る機会も増えた。そして、同じ中学生を持つ親としての関わり方

の交流の機会が多くなった。

５ 課題

○家庭教育宣言の取組を年間を通した、日常の取組としていく必要がある。

○ＰＴＡ新聞などでの啓発活動をしていく必要がある。

○アンケートやチラシ等の回収がまだ不十分なので、取組を浸透させ回収率を上げる

必要がある。
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単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名

筑前町立中牟田小学校ＰＴＡ 岡 松 明 子 藤 田 良 治

実施形態 全校：１３学級、児童数：３７９人

実 施 率 実施した児童数：３７９人、実施率１００％

実施期間 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

単Ｐの特色 本校区は，甘木朝倉地区の西玄関にあたり，古くは九州の主要道路山家

街道を中心に栄えた。福岡市・久留米市の中間に位置し，両方とも１時間

以内の通勤距離にあたるため都市のド－ナツ化現象の影響で，農地の転用

が進み宅地化され，人口も増えている状況である。

「これからの家庭教育のあり方」について地域の中で子ども達を育てて

いこうと毎朝のあいさつ運動、祖父母学級、ふれあい中牟田祭りなど地域

ぐるみの取り組みを進めている。

１ 事業のねらい

子ども達を取り巻く環境は、常に危機に瀕している。原因は、治安の悪化はもちろん

だが、家庭の教育力の低下もその一因だと思われる。子ども達は、様々な体験や学びを

通して自主性、自立性、社会性、豊かな心など社会人として必要な資質や能力を身につ

け成長していく。この基本的な力を培う最も重要な教育の場は家庭である。生活リズム

を整える（十分な睡眠、自分で朝起きられる、朝ご飯を食べる）ことが、学力向上にも

つながる。この取り組みは、親子で取り組め、親子のふれ合いも増し、家族みんなで取

り組む事で家庭の教育力向上にもつながると考えた。

２ 実施経過

４月 ・ ＰＴＡ総会にて、昨年度に引き続いての家庭教育宣言事業委託決定の報

告と本年度の取り組みの概要説明

活動目標～「はやね・はやおき・朝ご飯」で育てよう中牟田っ子～

５月 ・ 取り組みの具体的内容の検討

６月 ・ 家庭教育学級で「朝ご飯の大切さ」の講演会

「朝ごはんってどうして必要！」講師：筑前町栄養士 高野 多鶴子先生

７月 ・ 「はやね・はやおき・朝ご飯」事前アンケート実施

・ 夏休みの頑張りカード作成

夏休み ・ 親子で目標を決め、実践

・ 朝ご飯作り講習会（講師：筑前町栄養士 高野 多鶴子先生）

９月 ・ 夏休みの取り組みのまとめと認定証の作成と配布

・ 「はやね・はやおき・朝ご飯」事後アンケート実施

・ 朝ご飯アイデアレシピ募集

・ 講演会「今こそ子育ての意識改革を！～ＨＵＧと遊びと響 育～」
きよういく

講師：橋本武夫氏(久留米聖マリア病院副院長)

・ 集まった朝ご飯アイデアレシピをまとめ、福岡県ごはん食推進委員会主催

「親子で楽しむ朝ご飯コンクール」に応募

１０月 ・ 講演会の様子・朝ご飯レシピ・アンケート結果の考察を広報紙にて報告

・ 祖父母学級にて本年度の家庭教育宣言事業の取り組みを紹介

１２月 ・ 実施報告書作成と今後の取り組みについて

１月 ・ 県下一斉親子ふれ合い週間への取り組み

・ 本年度の取り組みに対するアンケート実施

２月 ・ アンケートの集約、考察

・ 本年度の取り組みのまとめ、来年度に向けて

春休み ・ 親子で目標を決め、実践

-  12  -



３ 具体的な事業の内容

○家庭教育学級で「朝ご飯の大切さ」の講演会開催〔平成１９年６月２６日（火 〕）

、「 」講師に筑前町栄養士 高野多鶴子先生をお招きし 朝ごはんってどうして必要！

と題し、朝ご飯の大切さを学ぶ。

▼頑張りカード○夏休みの頑張りカード

学級委員会が中心となり、夏休み期間中、親子で目標を立て

取り組めるように頑張りカードを作成し、各家庭で実践する。

○「はやね・はやおき・朝ご飯」講演会開催

〔平成１９年９月２０日（木 〕）

講師に橋本武夫氏(久留米聖マリア病院副院長)をお招きし、

演題「今こそ子育ての意識改革を！～ＨＵＧと遊びと響育～」

と題し、子育ての基本が家庭であること、ＨＵＧによって親子

の愛情を深めることの大切さ、子どもにとっての遊びの大切さ

を学ぶ。１００名近い参加者のみなさんも家庭教育の大切さを

改めて感じ取られたようである。

○朝ご飯作り講習会（講師：学校栄養士 高野先生）

▼アイディアレシピ夏休みのまっただ中、健康委員会主催で開催。講師高野先生

に簡単で栄養満点の朝ご飯メニューを教えてもらい、家庭の朝

ご飯として取り入れる。

親子(２１家族、５０名参加)で実際に調理。

【メニュー】残りご飯を使ったおやき・ところてんサラダ

カラフルオープンオムレツ・豆腐ポタージュ

デザート

○朝ご飯アイデアレシピ募集

集まったレシピは、まとめて福岡県主催「親子で楽しむ

朝ご飯コンクール」に応募し、本校ＰＴＡ新聞にて紹介し

全会員へも広める。

「気分しだいのパンケーキ 「肉ネギみそ」等、多数のレシピが集まる。」

○「はやね・はやおき・朝ご飯」事前事後アンケート実施

７月１８日と９月１８日にアンケ

ートを実施。

朝ご飯は、家庭での習慣化が見ら

れるが、早寝・早起きは、夏休みに

なると乱れがちになる。

自律起床、睡眠時間の確保、食事

をきちんと食べるなど自己管理がで

きるように、指導の積み重ねが必要

である。

▲アンケート結果の広報

４ 成 果

○ 取り組みをはじめ２年目となり、早寝早起きの重要性に対する保護者の意識が高ま

ってきた。また、親子での夏休みの取り組みや講演会の実施などにより、生活習慣の

大切さが分かり、保護者や子どもの取り組み・行動に少しずつ変化が現れている。

○ 子ども達自身が「はやね・はやおき・朝ご飯」を自覚し、努力するようになった。

５ 課 題

● 子ども達自身がきちんと自己管理できるように取り組みの見直しを図るとともに、

親子で刺激し合いながら取り組める具体的方策を検討する必要がある。

、 。● 継続的に自己チェックを行うなど 年間を通じて取り組みの充実を図る必要がある
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単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名 
朝倉市立杷木中学校ＰＴＡ 伊 藤  猛 堀 田 秀 茂 

実施形態 中学校全校 ３学年 7 学級  
実施率 実施した生徒数２３４名 実施率 100％ 

実施期間 
 
 

第１期 ６月１１日 ～  ６月２４日（２週間） 
第２期   ７月２３日 ～  ８月  5 日（２週間） 
第３期 １０月  １日 ～ １０月１４日（２週間） 

単 P の特色 
 
 
 
 

保護者の教育に対する関心は高く、学校教育活動やＰＴＡ活動も積極的に

取り組んでいる。ＰＴＡ各委員会が中心となって地区懇談会、おやじの会、

朝の郊外交通指導、資源回収、校内草刈作業、学年別親子レクリエーション、

教育講演会など、年間を通して活動を行っている。また、ＰＴＡ花壇を設置

して、家庭と学校と地域のパイプ役として連携を深める活動にも取り組んで

いる。 
 
１ 事業のねらい 

  ＰＴＡでは「対話を通して豊かな心を！」を活動目標に掲げている。親子の対話、家族の対

話、学校・地域の対話。この対話を、ＰＴＡ活動を通して出来るだけ大きな強いものにしてい

こうと積極的な活動を行っている。親子・家族の対話を大きくする具体的な取組みの一つとし

て、この家庭教育宣言に取り組んでいる。親子・家族の会話を深め、基本的生活習慣の定着・

基礎学力の向上・豊かな心を育むことをねらいとする。 
 

２ 実施経過 

４月１３日 運営委員会にて取り組み確認 

４月２７日 ＰＴＡ総会にて 主旨説明と承認 

５月１７日 運営委員会にて実行委員会設立承認（本部役員・学級委員会） 

５月２１日  第 1 回実行委員会 組織づくりと第 1 期の取り組みについて 

５月 28～29 日 地区別懇談会 本年度の取り組みについて４地区で開催 

６月１５日  生徒会とＰＴＡとの懇談会 取り組み主旨について説明 

６月 11～24 日 第１期の取り組み ２週間 期末テスト前 

７月 ５日 第２回実行委員会 １期の反省と今後の取り組みについて 
７月１９日 家庭教育宣言講演会の開催「子どもの自立と家庭教育のあり方」 

講師  九州大谷短期大学 高田悦也 先生 
７月 23～8月 5日 第２期の取り組み ２週間 夏休みの家庭学習と生活リズムの向上 
８月２８日 第 3 回実行委員会 ２期の反省と今後の取り組みについて 

１０月 1～14 日 第 3 期の取り組み ２週間 中間テスト前 
１０月１５日 事後アンケート調査の実施  生徒および保護者 
１０月２６日  第４回実行委員会 3 期の反省と本年度の総括・反省 
１１月２９日 本年度の取り組みについての「家庭教育宣言取り組みの足跡」を作成し、

成果と課題を整理して、各家庭（保護者）へ配布 
 

３ 具体的な事業の実際 

（１） 実施に向けての共通理解の方法 

① 実施主体の委員会 

本部役員と学級委員、学校長、教頭で家庭教育宣言実行委員会を構成 

-  14  -



② 全ＰＴＡへの共通理解 

・ＰＴＡ定期総会時の主旨説明 

・地区別懇談会での主旨説明と第１期の取り組みについての説明 

・生徒会役員とＰＴＡ本部役員との懇談会で本年度の取り組み主旨説明 

 （２）取り組み内容の設定方法                    

   ① 統一宣言項目（全ての生徒と保護者が取り組む） 
『親子（家族）で学校の会話をする！』（学級、部 
活動、友だち、学習など）とした。これは、保護者                  

にとって子どもの学校での生活や学校の様子を理

解することが大切であるということ。また、ＰＴＡ

の「対話を通して豊かな心を育もう！」という目標

とも連動したものとした。  
② 選択宣言項目（各家庭に応じた宣言項目）         ▲記録用紙 
  平成 17 年度より杷木中学校区が文部科学省、福岡県 
県教育委員会より指定を受けている学力向上拠点形成事 
業」の取り組みを家庭でも支援しようということで、学 
習に関するサンプルを各家庭に知らせ、取り組んでいく 
ことを確認した。 

 （３）講演会と実施における評価と報告 

① 家庭教育宣言講演会                    ▲講演会の様子 
家庭教育宣言に取り組んでいる意義を保護者に深めてもらおうと、九州大谷短期大学

の高田悦也先生を招いて「子どもの自立と家庭教育のあり方」と題して、講演会を開催

した。     
③ 評価と報告書作成 
○アンケートの結果、生徒や保護者の意見をまとめた報告書を作成し、会員に配布した。 
・いつも以上に会話がはずみ、その日の学校の様子が良く伝わりました。 
・子どもがなんでも話せる雰囲気を作ることが大切だと思いました。 
・いい取り組みだと思いました。期間が過ぎても続けていきたいです。次回は、親子

子でじっくり話し合って、目標を決めたいと思います。 
（保護者の感想より）

 

４ 成 果 

家庭での保護者の意識や基本的生活習慣を見直すきっかけに、また、会話を弾ませることで、

学校での子どもの様子が理解され、親子・家族のコミュニュケーションが深まったものと思われ

る。 
 

５ 課 題 

一過性のものではなく、今後も継続して取り組むことが大切だと思う。そのためにも「一人

の百歩より、百人の一歩」という言葉があるように、それぞれの家庭、保護者が無理な宣言目

標を決めるのではなく、子どもと会話を深め、努力目標を決めて取り組むことが大切だと思う。 
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１ 事業のねらい 

  児童の生活を見ていると、月曜日の午前中を中心に体調を崩す子が多く、また食べ物

の好き嫌いや食事に時間を掛けすぎる傾向がある。そこで、基本的な生活習慣の定着を

図るために、早寝、早起きによる睡眠時間を確保した規則正しい生活と効果的な食生活

づくりをめざす。  
 
２ 実施経過 

単位ＰＴＡ名  会  長  名  校  長  名  

黒木町立木屋小学校父母教師会  宇  佐  原    修  坂 田 政 大  

実 施 形 態  全校：７学級、児童数：８５名  

実 施 率  実施した児童数：８５人、実施率１００％  

実 施 期 間 平成１９年４月１０日～平成２０年２月１７日  

単Ｐの特色  

 ＰＴＡ活動の活性化と児童の基本的な生活習慣の定着に向けて、「早

寝・早起き・朝ご飯」のアンビシャスふくおか家庭教育宣言事業に参加

するとともに「めざせ、日本一あいさつする学校」に取り組んでいる。

更に、学年ごとにＰＴＡ活動の目標を決め、定期的に学級での話し合い

を行い、実践にあたっている。  

 
４月１０日 ・ＰＴＡ総会前の学級委員会で、「早寝・早起き・朝ご飯」「基本的な

生活習慣の定着」について協議し、ＰＴＡとして取り組むようＰＴ

Ａ総会への提案を決定  
４月１２日 ・ＰＴＡ総会時の学級ＰＴＡで「早寝・早起き・朝ご飯」「基本的な

生活習慣の定着」への取組を確認し、学級ごとに学級ＰＴＡの目標

を設置  
５月１８日 ・学年ＰＴＡにて、実践状況についての情報交換  
７月    ・食に関するアンケート調査実施  
９月１４日 ・食育に関するＰＴＡ家庭教育学級開催（講演会）  

           福岡県家庭教育アドバイザー 一ノ瀬直子氏を招聘  
９月 4 日～９月 10 日   

・福岡県一斉親子ふれあい週間への参加  
１１月    ・いじめ撲滅月間・・・いじめ早期発見・早期対応の取組  
        ※   保護者へ「いじめ根絶リーフレット（家庭向け）」と「いじめ早

期発見家庭用チェックリスト」を配付。チェックリストの回収、集

計を行う。  
         ・黒木町青少年育成町民会議主催の「青少年育成について話し合うつど

い」で、調査した結果や児童の状況について報告し、地域の協力と

見守り活動を老人クラブをはじめとする地域住民に要請  
１２月   ４日 ・第２回家庭教育学級開催（講演会）  

        前福岡女学院大学教授  牛島達郎氏を招聘  
     ・学年ＰＴＡにて実践状況についての情報交換  

１月 ９日～１５日 ・福岡県一斉親子ふれあい週間への参加  
２月１７日 ・学年ＰＴＡ（最終）にて実践状況についての評価・反省  
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３ 具体的な事業の内容 

①  学年ＰＴＡで、「早寝・早起き・朝ご飯」     ② 食育に関する PTA 家庭教育  
「基本的な生活習慣の定着」について協議      学級・職員研修  
し、学年のテーマを設定して実践する。  

 
福岡県家庭教育アドバイザー      

一ノ瀬直子氏の食育講演会  
「子どもの成長と食」  
～“ごはん”って、お腹がすく    

から食べるんじゃないの～  
                      

③ 「県下一斉親子ふれあい週間」の取組  
（９月４日～９月１０日 児童数８５人  単位％） 

 

 ※早寝・早起き・朝ご飯・その他（個人の目標）につ  
いて、具体的なめあてを設定し、その達成に向けて  
取り組んだ。  

 
４ 成果 

○  「早寝・早起き・朝ご飯」について、児童一人一人がめあてを持って取り組んだ“親

子ふれあい週間”や食に関する家庭教育学級講演会等の取組を行った。その結果、児

童は基本的な生活習慣づくりへの意識を持つことができた。また、保護者からは、日

常生活を改めて見直し、生活の改善を図りたいという意見が多く聞かれた。  
○ 学校独自に取り組んでいる摘茶活動、農協や農業青年部の支援を受けて行っている

田植え・稲刈り活動、食に関する学習活動を通して、生産に関わる人々や自然への感

謝の心を学ぶとともに、茶や米をはじめとする食物への関心を高めることができた。 
 
５ 課題 

○ 基本的な生活習慣や食生活に対する意識は、保護者だけでなく、児童にも高まりを

感じる。しかし、生活の改善が図られない家庭も残っており、意識や実践での格差が

見られる。そのような保護者への啓発や研修会参加への手だてを工夫しなければなら

ない。  

 学年ＰＴＡのテーマ  

１年  
・すききらいをしないようにしよう・あいさつをしよう  

・おはしを正しくもとう  

２年  ・食器を持って食べよう ・おはしを正しく持って食べよう

３年  

・三角食べを心がけよう ・食事の時、姿勢をよくしよう  

・嫌いな物を減らそう  

（料理方法を工夫して・栽培を通して）  

４年  
・朝ご飯をちゃんと食べよう ・おはしを正しく持とう  

・姿勢をよくして食べよう  ・好き嫌いなく食べよう  

５年  ・早寝・早起き・朝ご飯を続け、規則正しい生活をしよう  

６年  

・朝・昼・晩きちんと食べよう  

・間食は量を考えて食べよう  

・好き嫌いをなくし、残さず食べよう  

学 校 名  黒 木 町 立 木 屋 小 学 校        会 長 名   宇 佐 原  修  

取 組 率 ＝めあてに取 り組 んだ児 童 数 ÷学 年 児 童 数 ×１００ 
学 年  

１年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  全 校

早    寝  １００ ５８ ８９ ８２ １００ ７８ ８２ 

早  起  き ７５ ６７ ６７ ８２ ９４ ７４ ７８ 

朝 ごはん １００ ８３ ６７ ８２ ６１ ５６ ６９ 

その他  ２５ ９２ ７８ ５５ ４４ ９３ ７１ 

④ 

茶
摘
み
・
稲
の
栽
培
・
教
科
学
習
等
で
食
に

つ
い
て
学
習
し
、
食
の
大
事
さ
と
感
謝
の
心
を

学
ぶ 
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単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名

みやま市立山川南部小学校父母教師会 松 尾 仁 江 上 靖 則

実施形態 全校：７学級、児童数：６６人

実 施 率 実施した児童数６６名・世帯数４８、実施率１００％

平成１９年６月中旬～１月中旬
実施期間 （５期に分けて１週間ずつ実施する。ただし夏休みはさらに、は

じめ・なか・終わりの３期に分けて実施）

「 、 」学校では 郷土を愛し 主体的に学ぶ心豊かでたくましい児童の育成
を教育目標とし、地域に開かれ信頼される学校づくりが行われている。

単Ｐの特色 地域連携事業としては、学校・支館合同の運動会、ＰＴＡ・支館地区
懇談会、合同研修会等が開催されている。また、子どもの読書活動を高
めるため、地域読書ボランティア「わらべ読書会」の協力で定期的な読
み聞かせや夏休みの巡回図書等の取組が行われている。

１ 事業のねらい
子育て・親育ち、深めよう家族の絆！ ～考えよう 今、家庭で できること～
身に付けるべき基本的な資質・能力を培う最も重要な教育の場は、家庭である。子ど

もたちの明るい未来を切り開くために、改めて自らの家庭教育を見つめ直してみよう。
親の思いを子どもとともに語り合い、子どもも親も努力目標（宣言項目）を決め、語

り合いながら目標を達成していこう。この地道な取組を繰り返すことで子どもたちは、
大きく成長してくれると考える。

２ 実施経過

６月 ４日（月）ＰＴＡ理事会で本事業の具体的取組協議・確認
※昨年度から「早寝・早起き・朝ごはん」の取組の強化を図っている

ことを確認する。
６月 ８日（金 「家庭教育宣言」広報チラシを配布）

※児童及び保護者の意識を高める。
※児童の実態調査（アンケート）行う。

◇６月：いじめ撲滅月間／教育相談週間の実施
＜家庭教育宣言（親子の約束）ノートの取組＞

【第１期】 ６月１１日（月）～６月２４日（日）
６月２７日（水）地区懇談会・家庭教育宣言研修会

＜家庭教育宣言（親子の約束）ノートの取組＞
【第２期】①７月２３日（月）～８月３１日（金）

②８月 ６日（月）～８月１２日（日）
③８月２７日（月）～９月 ２日（日）

【第３期】 ９月 ４日（火）～９月１０日（月）◇県下一斉親子ふれあい運動
◇１０月：いじめ撲滅月間／教育相談週間の実施

１０月３１日（水）ＰＴＡ・支館合同研修会
教育講演会「親子のコミュニケーション」講師：長阿彌幹生氏

＜家庭教育宣言（親子の約束）ノートの取組＞
【第４期】１２月１０日（月）～１２月１６日（日）

※児童の実態調査（アンケート）行う。
【第５期】 １月 ９日（水）～１月１５日（月）◇県下一斉親子ふれあい運動
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単 位 Ｐ Ｔ Ａ 名 会 長 名 校 長 名

福智町立上野小学校ＰＴＡ 浦 田 浩 三 岡 松 初 美

実 施 形 態 全 校

実 施 率 実施した児童数：１２２名 （実施率：１００％）

実 施 期 間 平成１９年 ７月３日～７月 ９日

平成１９年 ９月４日～９月１０日

本校は、雄大な福智山の麓に位置し、創立１３０年を超える伝

単Ｐの特色 統を持つ学校です。保護者や地域との連携も深く、学校行事やＰ

ＴＡ活動も盛んに行われてる。ＰＴＡ活動の内容としては、朝の

あいさつ運動やもち米作り・稲刈り・餅つきなどがあり、地域・

保護者の協力の下で行われている。また、地域の方々が参加して

くださる除草作業などもあり、学校と地域が一体となり、児童の

健全育成に取り組んでいる。

１ 事業のねらい

親子で目標を決め、取り組むことにより、親子のコミュニケーションを図るととも

に学校と家庭が連携を深め基本的生活習慣の定着を図る。

地域の方々にも参加を依頼し研修を行うことにより、学校と地域社会とが一体とな

って児童の健全育成に取り組む。

２ 実施経過

５月１０日 第１回実行委員会

５月１８日 家庭教育宣言事業説明会

５月１９日 ＰＴＡ総会で家庭教育宣言事業について概要を説明し、本年度、

ＰＴＡ活動の大きな柱とすることを決定する。

５月３０日 第２回実行委員会を開催し、講演会について協議する。

６月２７日 家庭教育宣言ＰＴＡ研修会（講演会）を開催。

６月２８日 第３回実行委員会を開催し、第一期の取り組みについて協議する。

７月 ３日

第一期の取り組み

～

７月１０日

９月 ４日

第二期の取り組み

～

９月１０日

９月１３日 第一期・二期の取り組みの状況について協議する。

９月２０日 第４回実行委員会を開催し、給食試食会について協議する。

９月１８日

事後アンケート調査・実施

～

９月２１日

０月１７日 給食試食会・栄養士さんの講演
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３ 具体的な事業の実際

（１）家庭教育宣言ＰＴＡ研修会（講演会）

６月２７日 授業参観の日に家庭教育宣言

ＰＴＡ研修会として講演会を行った。講師には、

福岡県家庭教育アドバイザーの今中兵一先生をお

招きし 「学校・家庭・地域で創る学びの世界」、

と題し、講演をしていただいた。

当日は、保護者だけでなく、地域の方々も参加

をしていただき講演を聞くことができた。

（２）家庭教育宣言の取り組み

①第一期の取り組みの結果（７月３日～７月９日）

早 寝 ◎５２％ ○２１％ ×２７％

早起き ◎４６％ ○３３％ ×２１％

朝ご飯 ◎８２％ ○１６％ × ２％

その他 ◎５７％ ○２８％ ×１６％

②第二期の取り組みの結果（９月４日～９月１０日）

早 寝 ◎４５％ ○２８％ ×２７％

早起き ◎３９％ ○３７％ ×２４％

朝ご飯 ◎７４％ ○２０％ × １％

その他 ◎４５％ ○３１％ ×１８％

（※ ◎自分からできた ○言われてできた ×できなかった）

、 「 」 、 、③ 本校では 取り組みの内容を 早寝・早起き・朝ご飯・その他 とし その他には

親子で話し合って決めた取り組み内容を各自実行することにした。第二期の取り組み

の方が第一期よりも数字的に下がっている現象が見られた。これは、第二期が夏休み

明け日だったことと２回目の取り組みで気のゆるみがあったのではないかと思われ

る。

１月の県下一斉の取り組みも是非行ってみたい。

（３）給食試食会・講演会

１０月１７日授業参観日にあわせて、福智町赤池

学校給食センターの栄養士さんを講師に招いて、給

食試食会と講演会を行った。

朝ご飯の取り組みでは、ほとんどの子どもが食べ

ていると答えているが、次は内容を充実させようと

いうことで「簡単にできる朝食レシピ」について講

演をしていただいた。

４ 成 果

○家庭教育宣言をＰＴＡ全体で取り組んだことで、学校・保護者・地域を巻き込んでの

運動となった。

○運動に取り組むことで、親子で話し合うきっかけができ、コミュニケーションが図ら

れることになった。

５ 課 題

○第一期の結果よりも、第二期の結果が低くなっている。これは 「自分から進んでや、

る」という部分が減っているので、マンネリ化や第二期が夏休み明けであることが考

えられる。

○今後、この取り組みをどのように継続していくか、また、研修会等の参加者・不参加

者が固定しつつある。
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単位 名 会 長 名 校 長 名PTA

桂川町立桂川中学校父母教師会 藤川 珠磨子 山本 和生

実 施 形 態 全校生徒（１３学級） 生徒数３８８名

実 施 率 実施率１００％

実 施 期 間 平成１９年７月１日 ～ 平成１９年１０月３１日（４ケ月間）

※取組は、一週間を１サイクルとし、３回実施（実施経過参照）

本校ＰＴＡは、学校・家庭・地域と一体になって「地域の生徒は地域で

育てる」という視点で生徒の健全育成に取り組んでいる。また、子どもの

単 の特色 規範意識を高めるために、毎週の「あいさつ運動」や、非行防止のためのP
校外補導 地域や家庭の教育力を高めるための 子育て講演会 や 教「 」、 「 」 「

育シンポジウム 「小中合同地域懇談会」等を様々な取組を地域と一体」、

になって行っている。

１ 事業のねらい

本校の生徒の実態として以下のような課題が判明した。

、 。① 基本的生活習慣が身についておらず 生活のリズムについて無関心な家庭がある

② 規範意識が年々の低下してきており、あいさつをしたり、返したりという習慣が

身についていない。

③ 「食育」の重要性についての理解が低く、休日の際のコンビニ弁当の摂取や日常

生活においての朝食の未摂取が多い。

④ 部活動への参加や通塾等の理由により、家庭においての手伝いをする場面が少な

くなり、それに伴って家族の一員としての自覚が薄くなっている。同時に、家族内

での談話等のコミュニケーションも希薄化している。

そこで、本事業のテーマを 「見つめ愛・話し愛・伝え愛 、愛言葉を「あいさつ・、 」

手伝い・朝ご飯」として取組を推進するとともに、家庭への帰属意識を高めながら、課

題を克服していこうと考えた。

２ 実施経過

６月 ５日（火） ・・ 理事会での原案審議・承認PTA
６月 ８日（金） ・・ 教育講演会の実施 あいさつ運動

６月２６日（火） ・・ 理事会での活動計画の承認 校外補導PTA
６月下旬 ・・ 啓発リーフレットの作成 教育情報発信

７月 ６日（金） ・・ 教育シンポジウムの実施

西日本新聞社「食卓の向こう側 （食育）」

７月中旬 ・・ 三者面談時において実施案の周知徹底

７月２３日（月） ・・ 第１回取組開始

・・ ３４全行政区地区懇談会（～２５日）

７月３１日（火） ・・ 朝食レシピ集作成開始

８月２０日（月） ・・ 第２回取組開始

９月 ３日（月） ・・ 第３回取組開始

９月１３日（木） ・・ アンケートの実施

１０月 ５日（金） ・・ 「我が家の簡単朝食レシピ集」の完成・配布

１０月中旬 ・・ いじめ撲滅キャンペーンの実施
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３ 具体的な事業の実際

（１）研修会及び教育シンポジウムの実施

【教育シンポジウム「食卓の向こう側」】 【教育講演会】

（２）教育情報通信「共育の輪」及び「朝食レシピ集」の発行

【教育情報通信「共育の輪 】 【朝食レシピ集】」

（３）桂川中「 新”家庭教育宣言」の実施“

第１回から第３回まで 「あいさつ、手伝い、朝ご飯」＋α（家庭独自の目標）で、

取り組んだ 「家庭学習１時間 「丁寧な言葉遣い 「テレビの視聴１時間 「帰宅時。 」 」 」

間の厳守 「自分で起床」等、独自の目標を各家庭で掲げると共に、反省を行い、新」

たな目標の設定を行った家庭も数多くあった。

（アンケート結果より）４ 成果と課題

【成果】

「進んで手伝いをするようになった 「家庭教」、

育を見直す機会になった 「今後も継続していき」、

たい 「家族の一員としての自覚が高まった」な」、

どの肯定的な意見が多く、来年度以降も継続を望む

家庭が多かった。

【課題】

・ 啓発活動を充実させるとともに、生徒だけでは 【あいさつ運動】

なく各家庭にまで取組の趣旨や活動を浸透させる

方策を考えていく必要がある。

・ 一過性のものとせず、定期的、継続的な取組と

していく必要がある。

「子育てに関して

の貴重な情報を知る

ことができて勉強に

なった」、「食育の

大切さが非常に理解

でき、これからは気

をつけようと反省し

た」、「次回も参加

したい」と好評でし

た。

レシピ集の作成にあた

っては、多くの保護者の

方々に参加して頂き、栄

養師の方も感心するほど

の栄養価の高い朝食レシ

ピが３０品目以上、紹介

されました。

「共育の輪」の内容は、規範意識の醸成だけではな

く、基本的生活習慣の定着や、いじめ防止、学習意欲の

向上等、内容は多岐にわたっています。

生徒、保護者、地域の方々と一緒

になって「あいさつ運動」を実施し

ています。
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単位ＰＴＡ名 会長名 校長名

みやこ町立節丸小学校ＰＴＡ 木 村 美 治 浦 本 陽 子

実施形態 全校：７学級（特学１学級） 児童数：６６人

実 施 率 実施した児童：６６人 実施率：１００％

実施期間 前期（ ８月２０日～２６日） 後期（１１月１０日～１６日）

単 の特色 本校は、旧豊津町の南部に位置し、中心には祓川が流れ、周囲にはP
田園風景が広がっている。地域の人々は、人情味豊かで学校教育に関

心が高く、学校行事や授業に対して協力的である。

活動としては朝の交通指導や親子での廃品回収（年３回）を実PTA
施している。収益金については 活動資金として役立てている。まPTA
た、節丸アンビシャス広場と連携して田植え、稲刈りを実施。１２月

の餅つきでは とアンビシャス推進委員会と共催で地域を挙げてのPTA
取り組みとなっている。

１ 事業のねらい

・ 我が子に、こんな力を身につけてほしい…親の思いを子どもとともに話し合い、

子どもの努力目標（宣言項目）を決め、親も協力して達成させる。

・ 節丸小学校 全員で同じ宣言項目（時間、内容については家庭で決める）に向PTA
かって達成できるように努力していく。

２ 実施経過

○ ４月２０日（金） 総会にて「家庭教育宣言」の趣旨説明PTA
○ ６月 ８日（金） 実行委員会にて実施内容・実施方法の検討

○ ８月２０日（月） 第１回「チャレンジノート」の取り組み

～２６日（日）

○１０月１９日（金） 「教育講演会」の実施

演題「お子さんを、賢く、確かに育てるために」

講師 元田川市立金川小学校長 高 橋 昭 朗 氏

○１１月１０日（土） 第２回「チャレンジノート」の取り組み

～１６日（金）

○１２月 ５日（水） 事後アンケート実施

○１２月上旬～ 実行委員会にてアンケート集約と分析

○ ２月 広報誌「せんだん」にてｱﾝｹｰﾄ結果及び成果の広報PTA

３ 具体的な事業内容

＜チャレンジノートの取り組みから＞

○第１回

実 施 日：８月２０日（月）～２６日（火）

宣言項目：早寝、早起きをする（時間については親子で話し合って決める）

一日一度はお手伝いをする（内容については親子で話し合って決める）
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チャレンジノート１ 感想より

児童 ：できました。

保護者：今まで自分で起きたことがありませんで

したが、これを機会に自分で目覚まし時

計をセットし、起床する習慣がつき親と

してもうれしく思います

担任 ：りおちゃんはとてもしっかりしていて何

でもできるので先生は安心しています

○第２回

実 施 日：８月２０日（月）～２６日（火）

宣言項目：早寝、早起きをする（時間については親子で話し合って決める）

朝ご飯を食べる

チャレンジノート２

感想より

児 童：今回は寝る時間はけっこう守れたと思います。

保護者：全体的に良く頑張ったと思います。家庭教育

宣言が終わっても継続ができたらいいね。

担 任：睡眠や朝食をとることがとても大切です。こ

れを機会に習慣になるといいですね。

＜教育講演会＞

日 時：平成１９年１０月１９日（金）

講 師：元田川市立金川小学校長 高 橋 昭 朗 先生

演 題：お子さんを、賢く、確かに育てるために

子どもを賢く確かに育てるためには、自立の基盤である基本

的な生活習慣を身につけさせ、子どもにあった生活リズムをき

ちんとさせることが大切である。また、心豊かな家族とのつな

がりをつくり、ほめて、認めて 「やる気」と「根気」を育てな、

ければならないなど、具体例をあげながら分かりやすく講演し

ていただきました。

＜アンケート結果＞

各家庭で実践した保護者の感想より

○ 一つのことを一緒に取り組むことで子どもと

たくさんのことを話し合うことができました。

○ 家族の大切さを考えさせられ自分たちのため

になりました。

○ 自主的に行動できるようになり良かったです。

今後も継続していきます。

４ 成 果

○ チャレンジカードをＰＴＡ活動の取り組み

として全家庭で実施できたことで学校と家庭

で一体化した取り組みを行うことができた。

○ この取り組みを通して親子での会話が増え

たとの感想が多く寄せられた。

５ 課 題

○ 宣言が取り組みの期間のみに終わるのでは

なく継続し、習慣化する必要がある。

大変良い

(10.7%)

良い (78.6%)

あまり良くない

(10.7%) 良くない

(0.0%)
新家庭教育宣言をして良かったと思いますか

強く思う

(6.9%)

思う (79.3%)

あまり思わない

(10.3%) 思わない

(3.4%)
新家庭教育宣言で実行したことを今後も続けようと思いますか
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  単位ＰＴＡ名 会 長 名 校 長 名 
上毛町立西吉富小学校ＰＴＡ 岡  﨑    浩 高 橋  良 明 
実 施 形 態   全校 ７ 学級  (特学1学級)    １００ 名 

  実 施 率 （実施した児童）   １００ ％ 
実 施 期 間 平成 １９年 ７月 １日 から 平成１９年 １１月 ３１日まで 

  単Pの特色   保護者の教育に対する関心が高く、ＰＴＡ活動や子ども会育成会活動に熱心な地域であ

る。さらに、学校の教育環境の整備にも協力的である。 
西吉富小学校ＰＴＡには、家庭教育委員会、安全委員会、保健食育委員会、広報委員会の

4つがあり、それぞれの活動として安全委員会では「登下校の指導」や「校区の安全見廻り」、

保健食育委員会では「資源の回収」「ふれあい料理教室」の実施、広報委員会では年間 3 回

「広報誌：ハーモニー」を発行している。さらに、家庭教育委員会は、毎年、教育講演会の

実施など家庭教育推進のために中心となって、いろいろな取組を行っている。 
１ 事業のねらい 

   近年、子どもたちを取り巻く環境が変化し、「朝ご飯を食べてこない子」や「睡眠時間が足りない子」など基本的

な生活習慣が身についていない子どもが本校でも増えてきている。さらに、共働きの家庭も多く、親子のかかわり

が充分もてていないためか、精神的な原因から体調の不良を訴えてくる子どもたちもいる。 

そこで、毎日の家庭生活を振り返り、見つめ直す中で、家族が一緒に活動し、子どもとのかかわりを深めていく

家庭教育宣言を実施していきたいと考えた。 

２ 実施経過 

４月２０日（水） 
５月２５日（金） 
６月１３日（水） 

 
７月１７日（火） 

7/21(金)～8/5(日) 
8/27(金)～9/9(日) 
９月１２日（水） 
９月１９日（水） 

 
１０月２８日（日） 
１１月 ８日（木） 
１１月２２日（木） 

ＰＴＡ総会で、事業内容の説明と確認 
ＰＴＡ家庭教育委員会で、事業の年間計画について確認 
ＰＴＡ家庭教育委員会で、「家庭教育講演会」及び「家庭教育宣言」の実施内容及び

方法について検討 
家庭教育宣言ノートと家庭教育宣言の取組についてのお知らせ配布 

 第1期 家庭教育宣言の取組 
 第２期 家庭教育宣言の取組 

家庭教育宣言ノートの集約と家庭教育講演会実施方法の検討 
保護者への事後アンケートの実施 
家庭教育講演会のお知らせを保護者、校区に配布 
家庭教育講演会（地域保護者）及びお話会（児童）の実施 
家庭教育講演会の反省とアンケートの集約 
アンケートの集計とまとめ 

 

３ 具体的な事業の実際 

 （１）家庭教育宣言の実施のお知らせ  

    

 家庭教育委員会が中心となり家庭教育宣言 

の取組を「お知らせ」を通してＰＴＡ全会員 
に呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
西吉富小学校ＰＴＡでは、子ど

もたちと保護者で、共に行動でき

る活動に取り組めば「ふれあい」

も深まり、家庭のあり方、家庭教

育について考えることができるの

ではないだろかということで、本

年度、家庭教育宣言に、挑戦する

ことにしました。 
保護者の皆様のご協力をお願い

いたします。 
 

＜家庭へのお知らせ＞ 
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  （２）家庭教育宣言の実施 

  第1期の実施を夏休み前半の7月 21 日(金)～8 月 5 日(日)に、第 2 期を夏休み後半から 2 学期始めの 8 月 27
日(金)～9月9日(日)にした。『親子で話し合って、実行してみよう』を取組の目標として掲げ、「家庭のめあて」

について親子で話し合いの場を持ち。各家庭で決めるようにして実施した。 
  第2期は、第1期をもとにもう一度、親子で話し合い、見直しをして取り組んで行くことで、意欲を高めると

ともに、親子のふれあいの場を増やしていくようにした。 
    

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）家庭教育講演会の開催 

・ 10月28日（日）「正平辰男」先生を招いて『子どもの生活体験をゆたかに！』 

をテーマに家庭教育講演会を開催した。子どもに多くの体験をさせることで、子 
どもの心を豊かにしていくことができること、体験活動を通して地域の人とのか 
かわりを持つようにしてくことの大切さを具体的な事例をいくつも提示してお話 
してくださった。 

  ＜保護者の感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成 果 

・ 保護者の理解と協力がなされ、アンケートの結果「取組 

をしてよかった」という意見が多く、事後の感想でも「親 
もあらためて成長する子どもの姿を見れた。」「子どもに、 
口やかましく 言うだけがしつけではないと感じました。」 
という意見が出された。 

・ 親子のかかわりの大切さを実感することのできる家庭教 

育宣言の実施、及び家庭教育講演会となった。 

５ 課 題 

・ 家庭教育宣言を実施した期間だけでなく、継続した取組として親子のふれあい活動が行われるよう、 

これからのＰＴＡ活動を工夫していくことが大切だと思う。 

＜家庭教育宣言ノートの記入例＞ 

 

＜家庭での取組の様子＞ 

＜保護者から子どもへのメッセージ＞ 

・毎日きちんとあいさつができたね。きもちがよかったですね。これか

らもつづけていきましょう。 

・食器の片付けが自分からできるようになりました。すばらしいです。

・毎日よくがんばりました。玄関がきれいだと気もちよくすごせました。

・毎日きちんと食べることができましたね。よくがんばりました。 
・毎朝６時に起きて散歩。犬もよろこんでいたよ。ありがとう。 

＜家庭のめあての事例＞  
・家族にあいさつをする。 
・食べたあとかたづけをする。 
・自分でくつをそろえる。 
・毎日、玄関をはわく。 
・朝食を毎日きちんと食べる。 
・毎朝犬の散歩をする。 

・ 通学体験学習という取組を初めて知った。地域や親子関係、夫婦のあり方

を詳しく教えていただき、わかりやすかった。  

・小学校時代の子どもに、「型」をしっかりと教えることは、親のつとめでもあり大人のつとめだと思

います。次の世代をになう子どもたちを地域でしっかり育てた。 

・少し危ないなと思ったこと、大変なことを何でも親が先にしてしまって、子どもにはさせていなかった

ことが多いので、これからは、進んでいろいろな体験をさせてみたいと感じた。 

＜「正平辰男」先生の講演＞  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

大変
よかった

よかった あまり良く
なかった

良くな
かった

＜家庭教育宣言をしてよかったですか＞  

（アンケート結果より）
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単位ＰＴＡ名  会 長 名  校 長 名  
北九州市立小倉南特別支援学校ＰＴＡ 真 野 かおる    野 依 啓 多  
実施形態  全 校 

実  施  率  実施した児童・生徒数：２２０人、実施率：１００％  

実施期間  平成１９年９月５日～１１月１２日  

 
単Ｐの特色  

本校は、小・中学部及び高等部からなる知的障害児童生徒の学校である。

会長を核に各学部の代表である副会長、役員がサポートして市立９特別

支援学校と連携して活動している。特に障害者福祉面には精力的に取り

組む。  
 
１ 事 業 のねらい 

  「家庭教育を見直そう」の基本方針のもと、基本的生活習慣の見直しと定着を図

る。そのため、「北九州市子どもを育てる１０か条」の認識を高め、日常生活の中で

保護者や家族が意識的に行動をすることで家庭教育の質的な向上と障害のある子ど

もの生活力を向上することができると考える。それは、障害児の努力を求めるより

も先ず障害児を取り巻く環境をよくすることでハンデを軽減することができ、社会

参加の土壌作りになるからである。  
そこで、家庭におけるコミュニケーションの状況をアンケート調査することによ

り、趣旨を確認し、家庭ごとの努力点の意識化を図る。学校は、校内外への支援組

織「支援部」を中核にして教職員の協力体制を得る。そうすることで、家庭、学校

が連携して生活習慣等、家庭教育を改めて見直すきっかけとなり、家庭の教育力の

向上に繋がることを願うものである。  
 
２ 実 施 経 過  

  平成 1９年９月 ５日   ＰＴＡ役員会で、「家庭教育宣言」取り組みと実行委

員会を組織し取り組む方針の原案を確認  
       ９月２０日   ＰＴＡ理事会（各学部・各学年代表が参加）にて、

「家庭教育宣言」の説明と取り組み計画等の承認  
       ９月２４日   全保護者に取り組みの周知と「北九州市子どもを育

てる１０か条」を基にしたアンケート調査を依頼  
               アンケート対象は全家庭及び学校教職員  
      １０月１２日   「家庭教育宣言研修会」を実施  
                 講師  心理カウンセラー 米倉けい子先生  
                 テーマ 「元気になる子育て」  
      １０月１７日   学校支援部から、「家庭教育宣言研修会」を特集した

「支援部だより」を発行  
      １１月１２日   アンケート結果の集約及び取り組み経過を全家庭、

教職員に報告  
 
３ 具 体 的 な事 業 の実 施  

 （１）ＰＴＡ理 事 会 で「家 庭 教 育 宣 言 」実 施 の承 認  
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単 位 Ｐ Ｔ Ａ 名          会 長 名       校 長 名 

  福岡市立野間中学校ＰＴＡ      船 越 正 生      中 野 賢 次 

  実 施 形 態   全 校 および 保護者・地域の人 

          （ 生徒数 ４７０人 ） 

   実  施  率      参加した生徒数 : ４７０人、教師、保護者・地域の人 ８２人 

         実施率 :１００ ％ 

実 施 期 間    平成１９年７月１１日（水）・通年 

         ＰＴＡでは週２日保護者が交替で、通学路と校門の前に立ち「朝の 

単 Ｐ の 特 色  あいさつ運動」や、生徒とお年寄りとの交流会を実施し、学校・保 

護者・地域が一体となり、子どもたちの健全育成に取り組んでいる。 

そんな環境の中で育つ生徒たちは明るく落ち着いている。 

 

１ 事業のねらい 

   中・高生の自殺や家族を殺すニュースが後を断たず、犯罪の若年化が社会問題となってい

る。幸い本校の生徒たちは落ち着いている。「今の環境が如何に恵まれているか」を生徒・保

護者ともに気付いてもらい、改めて自分・家族やまわりの人に感謝し「人の命の大切さ」に

ついて考える活動を実践する。 

２ 実 施 経 過 

  ５月１０日 １年間の活動方針についての会議 

子どもたちに、人を思いやる心を持ち、命の大切さを分かってもらいたい。 

そうすることで「いじめや差別」のない環境をつくる。 

     沖縄でアジアの恵まれない子どもたちに支援活動をされている池間哲郎氏のこと

を知り、早急に詳しい情報収集を行うことにした。 

５月１５日 池間氏と連絡が取れ、学校側と講演会について協議 

（講師の活動状況や講演の内容が要望にマッチしているかどうかについて） 

但し、池間氏の場合、講演料に加え、沖縄からの交通費負担が高額である事が課

題となる。 

５月２２日 池間氏と面会、次回来福の日程がわかり学校と日時の調整に入る。 

６月 ５日 理事会にて趣旨説明、７月１１日開催の承認を得る。 

     聴講対象者に生徒を加える事も決まる。 

６月 ７日 準備打合せ（役割分担） 

     ポスター案内文の原案づくり 

６月１５日 案内文印刷・配布とポスター貼り（公民館・小学校など） 

６月２５日 受講申込者集計  

７月１１日 講演会 テーマ：「一生懸命生きることの大切さ」 講師：池間哲郎氏 

       日本に生まれ育ち、恵まれた環境で育った事に気付き、親に感謝する気持ちが

深まった 

７月１３日 全生徒や保護者の感想文のまとめ・全校配布 
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１１月 ８日 子どもと親の会話が出来る家庭づくり 

親が「聴き上手」になろう・・・講演会で大勢に聞いてもらう方が効果的 

１１月１５日 講演会の内容打合せ、長阿弥氏に講師依頼 

１１月２９日 案内文作成・配布 

１２月１４日 受講者数集計（会場の決定） 

 １月１５日 講演会 テーマ：「仲良しな親子関係について」 講師：長阿弥幹夫氏 

  「親が変わると子どもが変わる」ことがよく分かった。 

 

３ 具体的な事業の展開 

池間哲郎氏を招いた講演会「一生懸命生きることの大切さ」は、親と子どもが一緒に講演を

聞く、家族ぐるみの講演会とした。さらに、研修を深めるために、長阿弥氏を招き、講演会「親 

  子の円滑なコミュニケーションについて」を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成 果 

成果についてアンケート調査は行っていないが、保護者が子どもの小さな変化を見逃すま

いと『家庭内の会話』を大事にしよう。何かが変わったように思われる。 

 

５ 課 題 

参加した人だけの取組みでなく、保護者のまた地域を巻き込んで裾野を以下に広げるか 

が大きな課題であると考える。 

『家庭・地域の絆』の太さが、思いやりのあるこころ豊かな子どもを育てることに繋がると

信じている。 
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